
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

作野地区社会福祉協議会（作野福祉センター内） 

安城市篠目町二タ又２７番地１ 

でんわ ７２－７５７０ ﾌｧｯｸｽ ７２－７５７１ 

 

作野地区社協だより 

 ２０２４．１１月号 

第２４７号 

 ９月１６日（月）敬老の日に、作野福祉センターまつりを開催しました。 

オープニングの「和太鼓桜」による迫力ある太鼓演奏から始まり、綿あめやポップコーン

のフードコーナー、ボッチャや小物づくり体験などができるお楽しみコーナー、ポートレ

ート撮影、芸能発表会など盛りだくさんの内容で、大勢の方にご来場いただきました。 

 地元のボランティアの方々や作野福祉センターの利用団体、その他にも多くの団体にご

協力いただき、ありがとうございました。 

作野福祉センターまつりを 
開催しました！ 

オープニングイベント 「和太鼓桜」の太鼓演奏の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作野福祉センターまつりスナップショット 
ご協力・ご来場いただいた皆さん、 

ありがとうございました！ 

  

 

 

フードコーナーは、篠目ボラ

ンティア・ネットの会の皆さ

んにご協力いただきました。 

食育メイトの皆さんには、具

だくさんみそ汁の提供と野菜

クイズでご協力いただきまし

た。 

芸能発表会では、

作野福祉センター

利用団体の皆さん

や地域の人に日頃

の練習成果を披露

していただきまし

た。 

多くの人たちに協力していただき、盛況のうちに終わりました。ありがとうございました。 

  

 

 

バルーンアート、ボッチャ体験、小物

づくり、缶バッジ作り、プラ板キーホ

ルダー作りにもボランティアに協力し

ていただきました。 

 



▲サロンでコーヒーを運ぶ渡辺さん 

 

◀コーヒーを入れている様子 

▲サロンの参加者とお話しする渡辺さん 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
私のやりがい見つけました！ 
～『輪‐二本木‐』で活躍しています～ 

二本木連合福祉委員会のサロンでは、『輪‐二本木‐』

の皆さんがサロン運営の手伝いをしています。 

輪は婦人会が解散したことをきっかけに、３年前に結

成されました。女性約４０人のメンバーで、サロンの手

伝いや地域の盆踊りを盛り上げる協力をしています。年

齢は子どもから高齢者まで幅広く、メンバーは背中に

「輪」と書かれたピンクのＴシャツを着て活動していま

す。 

▲輪のメンバーも参加するコミュニティセンター

での盆踊り（7/27～7/29） 

Q.サロンに関わり始めたキッカケは？ 

A．輪を結成したとき、当時の町内会長に

輪として手伝えることがないか尋ねた

ことがきっかけです。町内会長からも

「とてもありがたい」と言ってもらい、

活動が始まりました。 

 
Q.やっていて良かったな、と感じるときは？ 

A．面識のない参加者同士が、輪になって 

笑顔で交流する姿を見ることは嬉しいし、

やっていて良かったなと思います。 

 
Q.いくつまで活動を続けたいですか？ 

A． 活動をすることで私も元気で居られる

ので、皆から「もういいよ」と言われる

まではやりたいと思っています。自分の

役割でもあり、生きがいにもなっていま

す。 
▲サロンに関わる輪のメンバーの皆さん 

今回は、輪のメンバーでコミュニティセ

ンターと二本木新町、三河安城本町の公民

館でサロンの手伝いをされている渡辺さん

（79歳）にお話をお聞きしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


